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議
員　
上
戸
田
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
再
整
備
事
業
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
あ
る
が
、

使
用
料
の
値
上
げ
と
登
録

団
体
の
使
用
料
免
除
が
廃

止
さ
れ
、
活
性
化
に
な
ら

な
い
。
使
用
料
を
見
直
す

べ
き
で
は
。

市
長　
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
基
づ
き
利
用
者
に

適
正
な
負
担
を
求
め
た
い
。

議
員　
消
費
税
増
税
に
よ

っ
て
、
戸
田
市
に
入
る
地

方
消
費
税
交
付
金
が
０
・

５
％
か
ら
０・
８
５
％
に

増
え
、
７
億
円
増
額
と
な

る
。
こ
の
財
源
で
介
護
保

険
料
の
基
準
額
１
万
４
千

円
値
上
げ
や
国
保
税
の
限

度
額
４
万
円
引
き
上
げ
は

や
め
ら
れ
る
の
で
は
。

市
長　
負
担
の
公
平
や
事

業
の
安
定
的
な
運
営
に
必

要
で
あ
り
、
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
。

上
げ
な
ど
、
公
共
料
金
の

値
上
げ
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
減
し
て
い
る
。
市
の

繰
出
金
は
10
年
間
横
ば
い

で
増
え
て
い
な
い
。
財
政

力
指
数
は
県
下
１
位
。
公

共
料
金
の
値
上
げ
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
や
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
適
正
な
受
益
者

負
担
を
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

議
員　

福

祉
セ
ン
タ

ー
の
稼
働

率
が
30
％

を
下
回
る

一
方
で
、
子
育
て
世
代
か

ら
は
、
施
設
を
使
わ
せ
て

も
ら
え
な
い
と
い
う
不
満

の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い

る
。
多
世
代
利
用
に
向
け

て
、
施
設
の
あ
り
方
を
見

直
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　
時
代
や
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
必

要
。
関
係
部
署
と
連
携
し

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

新
曽
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
多
世
代
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
常
設
を
求
め
る

陳
情
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
設

置
を
検
討
し
て

は
。

福
祉
部
長　

地

域
住
民
や
利
用
者

の
意
向
を
踏
ま

え
、
実
施
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

議
員　
自

※

転
車
レ
ー
ン
の

整
備
が
難
し
い
幅
員
の
狭

い
道
路
に
は
、
車
道
の
左

側
に
自※

転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン

を
整
備
す
る
手
法
が
あ

る
。
①
生
活
道
路
へ
の
ナ

ビ
ラ
イ
ン
設
置
を
整
備
計

画
に
追
加
し
て
は
②
安
い

費
用
で
高
い
効
果
が
見
込

め
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
試

験
的
に
整
備
し
て
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長　
①
見
直

し
の
際
に
は
、
ナ
ビ
ラ
イ

ン
設
置
を
含
め
、
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
整
備

計
画
と
す
る
②
検
討
す
る
。

多
世
代
利
用
に
向
け
た

                  

見
直
し
を

「
関
係
部
局
と
連
携
し
て
検
討
す
る
」

真
木 

大
輔 

議
員

福祉センター

　　県下一の財政力を
暮らしに活かして

「協働のまちづくり」
推進の加速を
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「適切な受益者負担を求める」

「自治基本条例の理念で
進めていく」

議
員　
平
成
26
年
度
の
市

税
収
入
は
、
25
年
度
と
比

べ
約
10
億
円
増
え
て
い

る
。
27
年
度
は
前
年
度
比

３
億
円
減
だ
が
、
人
口
が

増
え
て
い
る
の
に
、
低
過

ぎ
る
の
で
は
。

市
長　
税
収
見
込
み
は
低

く
見
積
も
っ
て
は
い
な
い
。

議
員　
特
別
会
計
の
繰
出

金
が
増
加
し
て
い
る
と
し

て
敬
老
祝
金
の
削
減
、
駐

輪
場
登
録
料
金
の
４
倍
値

議
員　
引
き
続
き
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ

た
施
政
方
針
を
歓
迎
す

る
。
わ
が
戸
田
の
会
も
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
提
案

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、

協
働
が
求
め
ら
れ
る
場
面

と
し
て
、
事
業
の
見
直
し

に
お
け
る
市
民
参
加
が
挙

げ
ら
れ
る
。
先
般
の
駅
前

駐
輪
場
の
サ
ー
ビ
ス
改
定

や
、
敬
老
祝
金
事
業
の
縮

小
等
で
は
、
利
用
者
に
と

っ
て
望
ま
し
い
改
定
内
容

の
検
討
や
、
十
分
な
説
明

等
に
改
善
の
余
地
が
あ
っ

た
。

市
長　
自
治
基
本
条
例
の

理
念
に
基
づ
き
、
市
民
・

議
会
・
行
政
が
連
携
し
て

議
論
を
深
め
、
市
民
参
加

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

議
員　
競
艇
の
経
営
が
悪

化
し
て
い
る
。
今
後
は
。

市
長　
仮
に
競
艇
事
業
の

赤
字
が
恒
常
化
し
た
場

合
、
継
続
は
困
難
。
ま
ず

は
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。

議
員　
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
青
少
年
の
居
場
所
の

充
実
に
向
け
た
対
策
は
。

市
長　
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

や
実
施
時
間
等

の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
充
実
を

図
る
。

議
員　
特
別
支

援
教
育
の
充
実

に
向
け
た
具
体

策
は
。

市
長　
本
年
度
、

次
年
度
に
通

※

級

教
室
と
特
別
学

級
を
増
設
。
相

談
・
支
援
に
お

い
て
は
、
児
童
・
保
護
者

の
思
い
に
応
え
る
べ
く
、

丁
寧
に
進
め
る
。

議
員　
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
野
良
猫
対
策
を
。

市
長　
不
妊
・
去
勢
手
術

を
施
す
な
ど
の
地
域
猫
活

動
や
里
親
探
し
な
ど
を
支

援
し
、
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
す
。
地
域
の
理
解
を
得

て
猫
の
一
生
を
全
う
さ

せ
、
人
と
猫
と
の
共
存
を

図
る
。

総括質問

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定
例市議会で、市政全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、３月６日及び９日・10日の、３

日間をかけて、12人の議員が一般質問を一問一答
方式で行いました。ここに掲げたのは、その質問・
答弁の大要です。一般質問の原稿は、質問者本人
が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページか

らご覧いただくことができます。
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◀
戸
田
競
艇
の
経
営
状
態
を
市
民

に
報
告
す
べ
き
で
は

　

(

提
供
：
戸
田
競
艇
組
合
）

▶
身
近
な
地
域
に
多
世
代
交
流
の
場
を

　

(

提
供
：
大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
研
究
科)

◀
８
月
に
閉
館
す
る
上
戸
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

一般質問一般質問

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
年
間
活
動
成
果

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
交
通
の
支
障
と
な
る

車
道
上
の
違
法
広
告

物
の
回
収
を
。

Ａ
確
認
次
第
、
対
応
し
て

い
く
。

Ｑ
歩
道
の
あ
る
薄
暗
い

道
の
道
路
照
明
灯
を

優
先
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
道
の
全
体
を
照

ら
せ
る
よ
う
に
し
て

は
。

Ａ
対
応
を
検
討
す
る
。

自
転
車
ナ
ビ

ラ
イ
ン
整
備

※ 自転車レーン…主に幹線道路の路肩部分に整備される、一面が青く塗られた自転車通行帯。
※ 自転車ナビライン…青色の矢羽根を連ねた路面表示。

※通級教室…通常の学級に在籍する、比較的軽度の障害がある児童生徒に対して、障害の状態に応じて特別な指導を行うための教
室。教科の学習は通常の学級で行う。


